
介護現場に好循環をもたらす
生活支援記録法（第１回）

国際医療福祉大学　医療福祉学部　教授　小嶋章吾
東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程単位取得満期退学。医療ソーシャルワーカーを経て現職。主な
著書に『社会福祉援助の共通基盤（上）』（第２版）（日本社会福祉士会編，中央法規出版，2009年），『医療ソー
シャルワーカーの力』（村上須賀子，竹内一夫編著，医学書院，2012年），『ソーシャルワーク記録』（副田あ
けみ，小嶋章吾編著，誠信書房，2006年），他多数。

埼玉県立大学　保健医療福祉学部　准教授　嶌末憲子
日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士前期課程修了。大学病院（看護師），訪問介護事業所（非常
勤ホームヘルパー），医療福祉系専門学校の教員などを経て現職。主な著書に『高齢期の生活と福祉』（山田
知子編，放送大学教育振興会，2015年），『介護導入テキスト Care Introductory Training』（国際厚生事業
団，2014年），『技術と実践』（2014年度版介護職員初任者研修テキスト第４分冊，介護労働安定センター，
2014年），『介護・福祉の制度とコミュニケーション』（介護職員初任者研修テキスト第２巻，日本労働者協同
組合〈ワーカーズコープ〉連合会，2014年），他多数。

生活支援記録法とは
～課題を解決し好循環を生む

　支援経過記録が重要であることは，本誌2015年

１・２月号の特集「新人スタッフに教えておきた

い支援経過記録の書き方」のほか，多くのテキス

ト類などにより説明されています。

　今号から３回にわたって，介護現場に好循環

（利用者への多様な効果，やりがいや専門性の向

上，チームケアによる労働環境への貢献など）を

生む，「生活支援記録法」（以下，本文中において

は本記録法）について紹介します。本記録法は，

約1,000場面を超えるケアワーカーやケアマネ

ジャーなどによる「生活場面面接ワークシート」

を基に考案されました。

　生活場面面接や，パーソン・センタード・ケア，

ユマニチュード，学習療法などに取り組んでいる

場合は，本記録法を用いることにより，さらにそ

の効果が高まるでしょう。

◉理論に基づく実践を支える記録法
　近年，生活モデルが重視され，ICF（国際生活機

能分類）が多職種の共通言語となったことや地域

包括ケアシステムが推進される中，利用者と長く

かかわる介護職には，利用者の本音を引き出した

り，ケアプランと実態のズレに気づいたり，利用

者の思いを代弁したりすることが，一層求められ

るようになりました。

　本記録法は，このような背景を踏まえた，皆さ

んもよくご存じの理論（生活支援，ストレングス

の視点，利用者中心主義など）に基づくものです。

◉生活支援記録法の定義と形式
　例えば，多忙な中でいつも無言で入浴を拒否し

ていた利用者が，声かけの工夫をした結果，笑顔

でスムーズに入浴できた場面を，苦労して支援経

過記録に書いたことはありませんか。そのような

支援経過記録が書きやすく，かつチームにおいて共

有しやすくなり，記録や介護現場全体の課題解決

にも貢献できる本記録法を紹介しましょう（表１）。

　日々のケアを通じた利用者の状態変化や家族か

らの情報などについて時系列で記録する方法には，

叙述形式と項目形式があります。表２に簡単な場

面での叙述形式による記録例を示します。

　もう一つの項目形式には，代表的なものとして

SOAP方式やフォーカスチャーティングがありま

す。ここでは，これらの内容説明は割愛しますが，

それぞれデメリットがあります。本記録法は，こ

れらのデメリットを克服していることも特徴です。

具体的には，表３のように定めた項目別に分けて，

生活支援記録法とは
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利用者の状態や変化，ケア内容などを記述します。

　本記録法の場合は，表２の例は，表４のように

記すことができます。

　利用者がどのような発言をしたのか，介護職員

などが観察したこと，判断，その時行ったケア，

その後のプランが明示されていることが分かりま

す。例示は簡単な場面ですが，複雑な場面を叙述

形式で記録すると，誰が何を話したのかさえ分か

らなくなることがあります。

生活支援記録法の特徴と効果

　本記録法の特徴や効果は，これまでの実践への

試行を通じ，表５のように整理できます。

生活支援記録法の記入方法

　ここでは，手書きの記録用紙を用いて記載した

本記録法の実際を紹介し，記入方法を解説します。

IT化されている場合は，「Ｆ」「Ｓ」「Ｐ」などの

生活支援記録法の特徴と効果

生活支援記録法の記入方法

多職種協働によるチームケアにおいて，生活支援

の観点から観察，支援の根拠，利用者とその環境

との相互作用（働きかけと反応），利用者の生活

変化，これらを基にしたケアプラン反映への根拠

などが明示可能な支援経過記録の方法である。

［表１］生活支援記録法の定義
Ｆ：着眼点，ニーズ，気がかり
Ｓ：主観的情報，利用者の言葉
Ｏ：客観的情報，観察や他職種から得られた情報，反応
Ａ：アセスメント，気づき，判断
Ｉ：援助者（記録者本人）の対応，声かけ
Ｐ：計画，当面の対応予定

Ｆ（Focus），Ｓ（Subjective Data），Ｏ（Objective Data），
Ａ（Assessment），Ｉ（Intervention），Ｐ（Plan）

［表３］生活支援記録法の項目

　「朝から何となく身体がだるい。夜も寝

苦しかった」と言われる。食欲は普通だ

が表情が乏しい。風邪をひいたのかもし

れないが判断できない。体温は36.0℃で

いつもと変わらない。車いすでの買い物

は，本人も乗り気ではなく中止とした。

主治医に診察してもらった方がよいので

はないかと勧めた。

日付 支援経過

○/○

［表２］叙述形式による記録例

叙述形式による記録は，熟読すれば記録された場面につ
いての理解が深まるが，チームの情報共有のためには要
点を把握しにくい。

Ｓ：朝から何となく身体がだるい。夜も
寝苦しかった。

Ｏ：食欲は普通だが表情が乏しい。体温
36.0℃。

Ａ：風邪をひいたのかもしれないが判断
できない。体温はいつもと変わらない。

Ｉ：①車いすでの買い物の意向を確認し
たところ，本人は乗り気ではなく中
止とした。②主治医の診察を勧めた。

Ｐ：サービス提供責任者に報告する。

日付／Ｆ 支援経過

○/○
外出
中止

［表４］生活支援記録法による記録例（表２と同じ場面）

•労働環境，ケアワーカーなどの力量に合わせ，段
階的な導入が可能です。
•各アセスメントツールや支援経過記録様式に適用
可能です。
•モニタリングにつなげられ，ケアプラン変更に有
効です。
　→IT化により，さらに促進されます。
•相互作用（働きかけ：観察・気づき・コミュニケー
ション／反応）を明示できます。

•ストレングスや利用者の視点から，ケアを展開で
き，根拠を明示できます。
•利用者の生活や心身面などの変化に柔軟に対応で
きQOL向上を図れます。
•長期間変化の見られない利用者の日常支援に効果や
やりがいを見いだせるなど，ケアの向上に有効です。
•保健医療福祉の主要な諸理論を踏まえた折衷的な記
録法であるため，理論に基づく実践を実感できます。
•パーソン・センタード・ケアなどの実践と併用す
ることにより，さらに効果が高まります。

•多職種協働において，介護職やソーシャルワーカー
などの専門性を明示できます。
•個人やチームでのリフレクション，OJTとしても
有用です。
•ケアプランへの反映による専門性向上ややりがい
を生むことにより，労働環境への貢献もできます。

ケ
ア
プ
ラ
ン
・
記
録

利
用
者
・
ケ
ア
の
質

チ
ー
ム
ケ
ア
・
労
働
環
境

［表５］生活支援記録法の特徴と効果
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検索ができるため，本記録法をよりケアプランと

連動させて活用することが容易であり，介護労働

環境への貢献が実感できると思います。

　表６は，日付欄と支援経過欄という２列の記録

用紙を用いた場合です。

　表７は，日付欄と支援経過欄に加えて，備考欄

が設けられているような３列の記録用紙を用いた

場合です。

　３列の記録用紙を用いる場合，「Ａ」を独立し

た欄に記載することができます。「Ａ」の内容は，

利用者・家族と必ずしも共有されていない場合も

ありますので，このように独立させて記載してお

くとよいでしょう。

生活支援記録法の留意点

　本記録法を導入する場合，実施可能な人が，必

要と思われる場面において，できる部分から着手

するとよいでしょう。簡単な場面から試行してい

く方がやりやすいと思われますが，慣れてきたら，

根拠あるケアを実践できた場面や，ケアプランの

修正が必要と考えられる場面など，チームで共有

したい場面に挑戦することをお勧めします。

【導入・場面の選定】

・毎回の記録で本記録法を用いる必要はありませ

ん。本記録法の特徴や効果を踏まえ，意義があ

ると思われる場面について活用するとよいで

しょう。

・本記録法を用いる場合でも，叙述体の記録と併

用可能ですし，すべての項目を網羅する必要は

ありません。

・部分的に，「Ｓ」や「Ｆ」「Ｐ」など記入しやす

い項目のみから始め，状況に応じて記入項目を

増やしていくことができます。

・ユニットの中で，一部の介護職員（SOAP方式の

経験者など）から始めることで，ほかの介護職

員がイメージできるようになります。叙述記録

の中で，どれが「Ｓ」や「Ｉ」に当たるのかと考

えることに慣れておくと，書きやすくなります。

生活支援記録法の留意点

繰り返される動作の意味が分からなかったが，娘さんが今朝面会に来た時，Ｎさんは
昔，デパートの着物販売コーナーで働いておられたことが分かった。

Ｏ：ゴムを抜き，トイレットペーパーで紐をつくり腰に巻くことを繰り返す。
Ａ：どんな生活歴と関係しているのか。着物の仕事と関係しているか確認が必要。
Ｉ：「Ｎさん，昔，着物の仕事をなさっていたんですよね。もしかしたら，帯を

お探しですか？」
Ｓ／Ｏ：「えっ？　そうだったかな。そうそう帯なのよ。

私，昔，着物が好きでね」（表情が明るくなる）
Ａ：着物と関係している可能性がある。
Ｐ：力を引き出す場面につなげたい。

日付／Ｆ 支援経過Ａ

Ｂ

７/31
無気力・
反復動作
の意味

Ｉ：隣の利用者から着物姿のお孫さんの写真を借りて見せる。
Ｓ／Ｏ：「まあ，きれいなお嬢さん！　この着物はね…」と，紐を結ぶ動作をするな

どして思い出話が続き，表情も豊かになる。
Ａ：反復動作と着物の関係性について確認できた。写真からでも変化が見られた

ので，Ｎさんらしさを発揮できる場面を演出したい。
Ｐ：①着物の雑誌などから，個人回想法を実施し，効果を確認する。
　　②失敗しないような配慮が必要だが，夏祭りの時に職員の着付けをお願いし

てみる。

日付／Ｆ 支援経過

８/１
着物経験
の活用

無気
反復
の意

「Ｆ」は，記録内
容が一目で分か
るよう，日付欄
を利用し，ニー
ズや気づきなど
を一言で記載し
ます。

Ｓ／Ｏ

Ａ

Ｐ
　

着物経験
の活用

Ⓑの「Ｓ／Ｏ」
は，ケアによる
変化・相互作用
を示しています。

／ そうだ た な。そうそう帯な よ
私，昔，着物が好きでね」（表情が明るくなる

Ａ：着物と関係している可能性がある。
Ｐ：力を引き出す場面につなげたい。

記載内容を分けがたい場合は，「Ｓ／Ｏ」のように，
「／」を用いて一緒に書きます。

て見せる。

前日の「Ｐ」を基に意図的な
支援「Ｉ」になっています。

記号（Ｓ，Ｏ，Ａ，Ｉ，
Ｐ）の採用や順番
は柔軟に記載しま
しょう。

［表６］２列の記録用紙を用いた場合
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【各項目】

・「Ｆ」：記録場面の内容を，一言で分かりやすく示

すものです。内容をすべて読まなくても，「Ｆ」

の項目を見ただけで分かるように，短い言葉で

書いておきましょう。ケアプランと連動させる

ために，♯など注）を付記することもできます。

・「Ｓ」：主観的情報として，利用者本人の訴えを

記載する場合に用いますが，家族（キーパーソ

ン）との面接時には，家族の訴えを「Ｓ続柄」

として記載しても構いません。

・２つの項目を分けがたい場合には，次のように

記載しても構いません。

例１）Ｓ／Ｏ：臥床後コールあり。「起きられ

なくて」と。

例２）Ｏ：思うように頭が上がらず，（軽介助

し）端座位となった。

※（　）書きの内容は「Ｉ」に相当するものです

が，利用者の状態の変化と切り離すことがで

きないため，あえて「Ｉ」とせず，「Ｏ」の

中に（　）書きで表示しています。

例３）Ａ／Ｉ：眠気がなさそうなので，フロア

で会話をした。

・モニタリングとして，「Ｆ」や「Ｐ」をチェッ

クすることにより，ケアプランの修正などに役

立てることができます。

生活支援記録法の活用

◉生活支援記録法を開発した理由
～生活場面面接を支援経過記録に表現するために

　筆者は，長らくケアワーカーやソーシャルワー

カーによる生活場面での利用者との意図的なコ

ミュニケーションについて，実践的な研究に取り

組んできました。それを生活場面面接として定義

し（表８），「利用者の持てる力を高める生活場面

面接のプロセス」（図１）や，生活場面面接を意

図的に活用するための「生活場面面接ワークシー

ト」（表９）として，テキスト類にも公開してき

ました。このような中で，生活場面面接の意図的

な実践を記録することが求められたことから，本

記録法を開発するに至りました。なお，生活場面

面接については第３回にて紹介する予定です。

◉先進的な認知症ケアの実践場面での
活用への期待

　本記録法は，必ずしも生活場面面接に特化して

生活支援記録法の活用

居室訪問（長男の来所時）
Ｓ長男：介護職員に対して，「毎月１泊２日のショートステ

イでは，母にとって落ち着かないのでは？」と心配そ
うに尋ねられた。

Ｏ：本人は満足していると，申し送りで聞いている。
Ｓ本人：間髪入れず，長男に向かって「（ショートステイ

は）大丈夫よ，（身体は）どこも悪くないわ」と，やや
強い口調で言われた。

Ｉ：長男に対して，「ご自宅の介護は大変でしょう。Ａさ
んはショートステイを利用される時は，ほかの利用者
同士で話をしたり，レクリエーションも楽しんでおら
れますよ」と，ショートステイ中の様子について説明
した。

Ｓ長男：「母の様子を聞けて安心しました。今後について
は，ケアマネジャーさんとも話し合ってみます」

Ｐ：長男とのやりとりを，ユニットリーダーに報告し，ケ
アマネジャーに報告してもらう。

長男の訴えからは，自分
が母を看ていきたいが，
そこから逃れたいという
アンビバレントな気持ち
が伝わってくる。

今後のショートステイ利
用時のＡさんの様子につ
いて，介護職員としてよ
り詳細に把握しておく必
要がある。

日付／Ｆ 支援経過 備考（Ａ）

○月○日
長男の
心配対応

居室
Ｓ長

Ｏ：
Ｓ本

日付／Ｆ

○月○日
長男の
心配対応

「Ｓ」は，利用者
の主観的情報を
記載する項目で
すが，利用者と
家族が同席し利
用者と同様にそ
の発言が重要な
場合には，家族
も「Ｓ続柄：」と
して記載しても
構いません。

泊２日のショートステ
長
が

会話体は「」書き
にします。

は
強

：長
ん
同
れ
し

Ｓ長男
は

Ｐ：長
ア

Ｉ：

場合には，家族
も「Ｓ続柄：」と
して記載しても
構いません。

（　）書きで，情
報を補うこと
もできます。

て

ケ
「Ｐ」は，アセスメント
に基づく根拠あるプラ
ンとなっています。

［表７］３列の記録用紙を用いた場合
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活用するものではありません。冒頭にあるように，

パーソン・センタード・ケアやユマニチュード，

学習療法などに取り組んでいる場合は，介護職の

観察・コミュニケーション，気づきをケアプラン

につなげることなどが求められるため，本記録法

を活用することが期待されます。

　また，日々のケアにおいて生活場面面接が展開

され，本記録法を活用することによって，相乗効

果がもたらされると推察されます。さらに，介護

プロフェッショナルキャリア職段位制度でも，支

援経過記録の整備が前提となることから，本記録

法が普及することが望まれます。

おわりに
　今号では，本記録法の定義や特徴，記入方法な

どを解説してきました。これまでの研究成果から，

本記録法が図２のように介護現場に好循環をもた

らすことが把握されています。次号では，このよ

うな好循環が確認された特別養護老人ホーム（こ

うめの里）での実践事例を中心に紹介します。
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【凡例】
《　》：概念名を示す
　　：カテゴリー名を示す
　　：概念間の影響の方向性
　　：カテゴリー間の影響の方向性
　　：変化の方向性　　

《かなえがたい生活目標への誘い》
《意味・方向性の探索》

《折り合いをつけながら進める》
《自然で受け入れ可能な予防対応》

援助展開の促進

持てる力を
高める

《肯定的交互作用
  の流れづくり》

生活や人生に対する意欲への働きかけ

肯定的感情の醸成
《安定に導く寄り添い》
《喜楽の醸成と瞬間呼応》

思考・価値観への働きかけ
《その人らしさの発揮》
《望ましい志向への転換》

《大切な実感の覚醒・　　》
《安定や元気を呼ぶ記憶回復の演出》

行動への働きかけ

生活環境・関係性の構築
《家族・生活環境をやんわりと整える》
《道筋をつけてつなげる》

知覚（感覚・記憶）の活性化

《意欲の喚起・拡大》　《生活と人生をつなぐ》

《その気にさせる体験づくり》
《かかわりながらの促し・習慣化》
《世界を拡げる自己表現の促し》

《関係変化への気づきと活用》
《日常生活素材の活用》

強化

［図１］利用者の持てる力を高める生活場面面接のプロセスの結果図

利用者の日常生活場面において，援
助目標に沿い，利用者の多様な側面
と，必要に応じて環境（生活環境，
出来事，他者との関係）を活用した
意図的なコミュニケーションをいう。

［表８］生活場面面接の定義 ［表９］生活場面面接ワークシート

ICF：状況・
環境

周囲の状況

ストレングス：
利用者中心・
ニーズ

利用者の言動

アセスメント：
気づき・判断
※ケアしながらの
リフレクション

援助者の思い

生活場面面接
の実践

ICF：相互作用
生活支援

援助者の言動

実践後の
リフレク
ション

意味づけ
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注）ケアプランの課題を♯１，♯２などと整理している場合
の♯を指します。
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多職種で活用

チームケアによる
労働環境改善

介護職の質向上
利用者・家族の
QOL向上

ケアの質向上

［図２］生活支援記録法による介護現場での好循環

次号予告 2015年11・12月号 2015年11月20日予定

特
集
安らかに旅立っていただく
看取りのケア実践
●看取りケアに必要な
介護職と医療職の協働
特別養護老人ホーム みずべの苑
ケアマネジャー  尾宮　順治
統括マネジャー  橋本三保子

●看取り期における
「痛み」「かゆみ」
「不定愁訴」へのケア
看取りケアコミュニケーション講師

後閑愛実

●安らかな看取りを実現する
家族との連携、社会資源の活用
一般社団法人日本看取り士会

代表理事  柴田久美子

●看取り介護加算取得に向けた
体制構築・強化の取り組み

株式会社 ケアクオリティ
総合相談室長  櫻井知代

虐待を未然に防ぐ！
介護職の
ストレスマネジメント
●入所者への虐待に至る
介護職員の心理状況
危険な兆候の見極め

●ストレスを抱えてから
立ち直る力（レジリエンス）を
高めるには

株式会社ニッソーネット
テクニカルアドバイザー  青野桂子

東海大学 健康科学部
社会福祉学科 講師  岩田香織

●虐待防止を念頭に入れた介護職員の
ストレスマネジメントの取り組み

特別養護老人ホーム いづテラス
施設長  及川ゆりこ

リスクを見逃さない！合併症がある高齢者の施設ケアプラン
●高齢者特有の
合併症がある利用者の
施設ケアプラン作成の
ポイント

●統合失調症と重症心疾患を
併発した利用者の
急変リスク回避に向けた
支援の実際

名寄市立大学 保健福祉学部
社会福祉学科 助教　木下一雄

聖隷クリストファー大学
社会福祉学部 介護福祉学科

准教授   野田由佳里

●糖尿病と
神経障害（または腎症）を併発した
利用者の在宅復帰を
目指した取り組み

はまなこ介護老人保健施設
介護支援専門員   安形幸子

●誤嚥性肺炎と
認知症を併発した利用者の
生活機能向上に向けた
多職種による支援の実際
株式会社ベネッセスタイルケア

認知症看護専門看護師
渡邊季代子

（通称：高橋啓子接遇賞）
接遇大賞

お

知

ら

せ

今年度の応募を締め切りました。選考・審査委員会による審査を経て、10月15日（木）に
ホームページ（www.nissoken.com）と、25の専門雑誌、日総研通信で発表します。
表彰式＆記念講演会は来年1月～4月、全国4～5ヵ所で開催いたします。ご期待ください。

たくさんのご応募ありがとうございました。た
第１回 日総研  
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